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2 観光のための改築（1964 年～ 1985 年）
1961年、台南市の「台南市名勝古蹟整修委員会」が、
歴史が深く鄭氏の遺跡である赤崁楼、安平古堡、延平郡
王祠などを修築し、それによって民族精神や国民の気節
を高めることができた。これは、我が国の観光事業の政
策に協力し、国際的な友誼を増進し、文化交流できるよ
うになることが目標であった。
「台南市名勝古蹟整修委員会」のメンバーである成功
大学建築学科の賀陳詞教授は、設計を委任されていた。
賀教授は開山神社について、延平郡王は漢民族のヒーロ
ーであるので、ローカルな様式は彼の偉大性に相応しく
なく、中国の正統を代表する北方宮殿様式に改築にすべ
きであるとして、この考えを基にデザインし1964年
延平郡王祠に改めた。
1.忠烈祠を北方宮殿様式に改築
戦後、忠烈祠は多く日本時代の神社を転用していた。
台湾護国神社であった国民忠烈祠は神社の改築を試みた
最初の例であるが、1969年の完成後、これが各地の神
社の改築の手本となった。
2.政府行政命令で神社の取り払い
台湾の神社とその跡地について
黃 士 娟
写真 1	 圓山ホテルのプール（1958、『台湾画刊』所収）
黃	士	娟氏
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1972年の日本との断交を機に、1974年に内政部か
ら「台湾における日本統治時代に作られた日本帝国主義
の優越感を表現している記念遺跡の撤去要点」を公布し、
行政命令として神社を撤去することになった。命令の第
一条では日本神社の遺跡を徹底的に取り壊すと明記した
ので、それまで残っていた各地の多くの神社は撤去された。
3 神社を文化財に指定（1985年～今日）
1.桃園神社事件
1985年、桃園県政府は桃園神社の忠烈祠の改築計画
を立てコンペまで行ったが、それが社会的に注目される
と、神社として保存すべきとの声が浮上し、最終的に
1987年に修復工事が竣工され、保存されることになっ
た。敷地に設置している記念碑には、「この建物は現在
台湾に僅かに残されている、唐朝時代に似ている日本式
の建物であるために、かなり珍しい建物だ」と書かれて
いる。
2.各地の神社を文化財に指定
1987年に戒厳令が解除されたことで台湾史の研究は
盛んになり、1990年以後、日本時代に建てられた建物
は、相次いで文化財に指定され、1998年にピークに達
した。1985年に保存された桃園神社も1994年に県
文化財に指定され、各地方に残された神社の遺構も指定
あるいは登録されつつある。このことは台湾社会におい
て神社に対する見方が変わってきた証でもある。植民地
時代に建てられた帝国主義を象徴する宗教的な建築でも、
時間の経過とともに台湾の歴史の一部となり、文化財と
見なされて保存されるようになった。
韓国のソウルの南山には、韓半島の神社や神祠の総鎮
守として1925年 10月 15日に官幣大社朝鮮神宮が建
てられ、1945年 8月 15日の終戦まで存在していた。
しかし、終戦とともに韓半島では、各地に建てられた日
本の施設への放火や略奪などが起こり、神社施設もそれ
は免れなかった。その代表的な例が国幣小社である平壌
神社の放火であると考えられる。そのような事情から朝
鮮総督や朝鮮神宮は、神社の処理問題に関する会議を行
い、昇神式を行うことを決定し、朝鮮神宮では終戦翌日
の午後5時に昇神式が行われた。本報告は、韓国解放
後から朴正煕政権期まで、朝鮮神宮の跡地がどのような
変遷をたどってきたのかについてである。
終戦とはいえ、朝鮮総督府はその機能を維持し、米軍
政統治の始まる1945年 9月 8日までその機能を果た
していた。この時期は「権力の空白期」とよばれ、この
期間中に日本人の手によって朝鮮神宮内宮は解体され空
地となった（森田芳夫『朝鮮終戦の記録・資料編第一巻』
巌南堂書店　1979年　pp13～ 14）。
1945年 9月 9日から米軍政がはじまり、京城音楽
学校（ソウル大学音楽大学の前身）が1945年 12月頃、
米軍政の許可を得て朝鮮神宮の外宮の建物を利用して開
校した。
米軍政は顧問官制度を採択、韓国人を顧問官として登
用したが、その中には米国に留学していたキリスト教の
牧師や宣教師たちが多く選ばれ、その顧問官の協力によ
り朝鮮神宮の跡地と建物の使用権を米軍政からキリスト
教系の団体である韓国キリスト教博物館と韓国神学校が
得て、李承晩政権期の1955年まで利用した。
写真2は米軍政期に朝鮮神宮の正殿の跡地に韓国キ
リスト教の十字架が建てられたと見られる1枚の写真
であり、この時期には韓国キリスト教系が利用したと考
解放後の朝鮮神宮の解体とその跡地利
用について
諸葛　衍
写真 2	 朝鮮神宮の正殿の跡地に建てられた十字架
	 出典：ソウル市立大学校博物館から提供
諸葛　衍氏
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えられる。
韓国は、1948年に南韓単独の政府である李承晩政権
がはじまり、その時点で南の韓国と北朝鮮とに分けられ、
その後、1950年 6月 25日から韓国戦争が3年間続
いた。休戦後、1956年 8月15日に朝鮮神宮の拝殿の
跡地を利用して李承晩大統領の銅像を建設した。1959
年 5月15日からは、神宮の中広場を中心に国会議事堂
の建設工事が開始され、この2つの工事によって外宮
の建物が撤去されたとみられる。
だが、李承晩政権の腐敗により、1960年の 4・19
学生革命が起こり、李承晩大統領が下野するとともに李
承晩の銅像を市民と学生が破壊しようとしたが出来ずソ
ウル市によって撤去された。李承晩政権後、新政府が樹
立したが、韓国社会は安定せず、1961年の5・16軍
事クーデターを招くきっかけとなって国会議事堂建設も
中止となり、全ての朝鮮神宮の跡地は南山公園として還
元された。
軍事クーデターに成功した朴正煕は、自ら大統領にな
って南山朝鮮神宮跡地の本格的な開発を進めた。その1
つが国会議事堂の予定地であった中広場を利用した南山
野外音楽堂建設であり、それは1963年 8月 5日に完
成し、その広場に李承晩政権の最大のライバルであった
白凡金九銅像を建設した。さらに、朝鮮神宮の付属建物
であった社務所と勅使館の跡地には朴正煕大統領の指示
により、1970年 10月 26日に安重根義士記念館が建
設された。この2つの象徴的な建物の建設は、旧政権
と朴正煕自らが過去に日本軍将校であった経歴を清算し、
自分の正当性を強調するために建てたと考えられる。
以後も朝鮮神宮の跡地は、様々な政策によって利用さ
れ開発が行われた。1968年 12月には、朝鮮神宮の正
殿の跡地に南山植物園の1号館が開設され、その後、
続けて2、3、4号館が建てられた。李承晩大統領の銅
像が建てられた拝殿の跡地には、1969年 6月25日に
噴水が建設され、その後、1971年 8月15日に植物園
の隣に南山小動物園が開園した。参拝所の跡地には、朴
正煕大統領の妻である陸英修が1970年 7月 25日に
子供会館を開館し、1970年代までの開発が一幕を閉
じた。
今回の報告は、2014年 3月29日に開催された『海
外神社とは？史料と写真が語るもの―台湾と韓国の事例
を中心に―』における筆者の口頭発表をまとめたもので
ある。この発表のもととなった修士論文では、朝鮮神宮
の跡地がどのように利用されてきたのかを調査対象とし
て研究を試みた。この場所を、各時代の政権が様々な形
で利用してきたことが分かる。韓国人にとってこの場所
は、様々な象徴的意味を持っている場所であり、現在も
その場所の利用は変化し続けている。
課題としては、「権力の空白期」と米軍政期、李承晩
政権期と朴正煕政権期の南山公園開発に関する資料の不
足が挙げられる。今後さらなる資料の発見収集と分析が
必要となる。
本報告はフィールドワーク、文献資料の研究を通じて、
金瓜石神社の当時の姿を把握し、約百年前の祭りを再現
することで神社の遺跡・建築の再利用を試みた。つまり、
無形文化財の視点から有形文化財の活用の可能性を探っ
たものである。報告の内容は以下のとおりである。
1　戦後台湾における神社建築の処理政策
1.政府による処理政策
戦後台湾における神社建築の処理政策は、政治情勢や
社会環境の変化に伴って進められた。第一段階は1946
年 1月に行政長官公署が発令した『行政院訓令各縣市
政府拆毀日偽及漢奸建築塔碑等紀念物』に基づき、日本
から接収した日本資産のうち、記念遺跡や神社などの建
築物を社会救済と公益のために改造した（例：嘉義神社
→病院）。これに続いて1952年、省政府により日本式
の石灯籠、年号を撤去、廃止し、1954年には省政府は
景観の妨害にならないもの、また、廃物利用を前提とし
て鳥居、石灯籠などの建築物の改造を許可した。このよ
うな政策は日本との断交の影響を受け、1974年に大き
な転換を迎えた。『清除臺灣日據時代表現日本帝國主義
戦後台湾における神社建築の処理政策
と金瓜石神社の再利用計画について
林 承 緯
林	承	緯氏
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優越感之殖民統治記念遺跡要點』により、各県市政府に
現存する神社を全面的に撤去するよう内政部が発令した。
このため、台湾全土の神社建築が大規模な破壊を受けた。
2.処理政策後の神社遺跡
日本統治期、台湾各地に分布した神社の現存状況は、
おおむね以下の状態に分けることができる。（一）本殿
撤去、（二）中国式建築に改造、（三）神社に国民党の党
章を設置、（四）付属施設を改造、（五）本殿に別の祭神
を設置。今日も残る神社遺跡は、都市部より地方に多く
残り、日本仏教遺跡に比べ破壊、改造の度合いが高い。
2　金瓜石神社の再利用計画
1.金瓜石と金瓜石神社
金瓜石は台湾北部に位置する新北市瑞芳区（旧台北州
基隆郡）の金銅鉱山とその集落を指す。当時は東北アジ
ア随一の金山と呼ばれ、非常に栄えた。現在は廃鉱し、
主に観光地となっている。また、台湾国内では世界遺産
の候補地として挙げられる。金瓜石神社は黄金神社ある
いは山神社とも称し、1898年（明治31年）3月2日
に創建、大国主命、金山彦命、猿田彦命を祭神として祀
った。
2.金瓜石神社再利用の準備
神社の再利用を実施するために、2項目に分けて準備
を行った。その一つは「歴史と信仰の研究」で、金瓜石
神社創建背景の解析、分霊元の調査（島根県金屋子神社
との関係）、神社と地域の関係（特に炭鉱業）、当時の祭
りの実態を把握した。もう一つは「空間と建築の調査」で、
金瓜石神社の一代目と二代目の社殿設置場所を解明し、
神社施設の全貌を明らかにした。
3　金瓜石神社の再利用計画の実行
神社再利用にあたり、イベントの名称を「縁を結びま
しょう――金瓜石神社をたずねて」とし、当時の祭りを
再現した。イベントの目的として次の3つを設定した。
（1）博物館に対し新たな動態展示を提案、（2）史跡に
触れ、日本文化への理解を深める、（3）地域の歴史を
再現。以上を目的とし、往時の金瓜石神社の祭りを再現
することによって文化財の再利用を試みた。無論、この
遺跡はもはや神道の宗教施設ではなくなっている。しか
しながら、鳥居、石灯籠および社殿の礎石などの基礎は
今もなお日本の色彩を濃く留めている。これに加え、史
料に照らして奉納樽神輿を再現し、無形文化を中心とし
た文化財再利用を実現した。近年、台湾における文化財
保護の意識が高まるにつれて、日本統治期の神社建築が
有形文化財に指定されるようになってきた。このような
動きのなかで、発表者は現存遺跡の保存から無形文化中
心の保護、再利用の可能性を思索した。2012年から開
始したこの試みは、その過程において生じた効果や課題
を踏まえつつ、時間をかけてこの再利用の価値を検証し
ていきたい。
写真 3	 日本統治期の金瓜石神社
写真 4	 再現した樽神輿
会場の様子
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えられる。
韓国は、1948年に南韓単独の政府である李承晩政権
がはじまり、その時点で南の韓国と北朝鮮とに分けられ、
その後、1950年 6月 25日から韓国戦争が3年間続
いた。休戦後、1956年 8月15日に朝鮮神宮の拝殿の
跡地を利用して李承晩大統領の銅像を建設した。1959
年 5月15日からは、神宮の中広場を中心に国会議事堂
の建設工事が開始され、この2つの工事によって外宮
の建物が撤去されたとみられる。
だが、李承晩政権の腐敗により、1960年の 4・19
学生革命が起こり、李承晩大統領が下野するとともに李
承晩の銅像を市民と学生が破壊しようとしたが出来ずソ
ウル市によって撤去された。李承晩政権後、新政府が樹
立したが、韓国社会は安定せず、1961年の5・16軍
事クーデターを招くきっかけとなって国会議事堂建設も
中止となり、全ての朝鮮神宮の跡地は南山公園として還
元された。
軍事クーデターに成功した朴正煕は、自ら大統領にな
って南山朝鮮神宮跡地の本格的な開発を進めた。その1
つが国会議事堂の予定地であった中広場を利用した南山
野外音楽堂建設であり、それは1963年 8月 5日に完
成し、その広場に李承晩政権の最大のライバルであった
白凡金九銅像を建設した。さらに、朝鮮神宮の付属建物
であった社務所と勅使館の跡地には朴正煕大統領の指示
により、1970年 10月 26日に安重根義士記念館が建
設された。この2つの象徴的な建物の建設は、旧政権
と朴正煕自らが過去に日本軍将校であった経歴を清算し、
自分の正当性を強調するために建てたと考えられる。
以後も朝鮮神宮の跡地は、様々な政策によって利用さ
れ開発が行われた。1968年 12月には、朝鮮神宮の正
殿の跡地に南山植物園の1号館が開設され、その後、
続けて2、3、4号館が建てられた。李承晩大統領の銅
像が建てられた拝殿の跡地には、1969年 6月25日に
噴水が建設され、その後、1971年 8月15日に植物園
の隣に南山小動物園が開園した。参拝所の跡地には、朴
正煕大統領の妻である陸英修が1970年 7月 25日に
子供会館を開館し、1970年代までの開発が一幕を閉
じた。
今回の報告は、2014年 3月29日に開催された『海
外神社とは？史料と写真が語るもの―台湾と韓国の事例
を中心に―』における筆者の口頭発表をまとめたもので
ある。この発表のもととなった修士論文では、朝鮮神宮
の跡地がどのように利用されてきたのかを調査対象とし
て研究を試みた。この場所を、各時代の政権が様々な形
で利用してきたことが分かる。韓国人にとってこの場所
は、様々な象徴的意味を持っている場所であり、現在も
その場所の利用は変化し続けている。
課題としては、「権力の空白期」と米軍政期、李承晩
政権期と朴正煕政権期の南山公園開発に関する資料の不
足が挙げられる。今後さらなる資料の発見収集と分析が
必要となる。
本報告はフィールドワーク、文献資料の研究を通じて、
金瓜石神社の当時の姿を把握し、約百年前の祭りを再現
することで神社の遺跡・建築の再利用を試みた。つまり、
無形文化財の視点から有形文化財の活用の可能性を探っ
たものである。報告の内容は以下のとおりである。
1　戦後台湾における神社建築の処理政策
1.政府による処理政策
戦後台湾における神社建築の処理政策は、政治情勢や
社会環境の変化に伴って進められた。第一段階は1946
年 1月に行政長官公署が発令した『行政院訓令各縣市
政府拆毀日偽及漢奸建築塔碑等紀念物』に基づき、日本
から接収した日本資産のうち、記念遺跡や神社などの建
築物を社会救済と公益のために改造した（例：嘉義神社
→病院）。これに続いて1952年、省政府により日本式
の石灯籠、年号を撤去、廃止し、1954年には省政府は
景観の妨害にならないもの、また、廃物利用を前提とし
て鳥居、石灯籠などの建築物の改造を許可した。このよ
うな政策は日本との断交の影響を受け、1974年に大き
な転換を迎えた。『清除臺灣日據時代表現日本帝國主義
戦後台湾における神社建築の処理政策
と金瓜石神社の再利用計画について
林 承 緯
林	承	緯氏
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優越感之殖民統治記念遺跡要點』により、各県市政府に
現存する神社を全面的に撤去するよう内政部が発令した。
このため、台湾全土の神社建築が大規模な破壊を受けた。
2.処理政策後の神社遺跡
日本統治期、台湾各地に分布した神社の現存状況は、
おおむね以下の状態に分けることができる。（一）本殿
撤去、（二）中国式建築に改造、（三）神社に国民党の党
章を設置、（四）付属施設を改造、（五）本殿に別の祭神
を設置。今日も残る神社遺跡は、都市部より地方に多く
残り、日本仏教遺跡に比べ破壊、改造の度合いが高い。
2　金瓜石神社の再利用計画
1.金瓜石と金瓜石神社
金瓜石は台湾北部に位置する新北市瑞芳区（旧台北州
基隆郡）の金銅鉱山とその集落を指す。当時は東北アジ
ア随一の金山と呼ばれ、非常に栄えた。現在は廃鉱し、
主に観光地となっている。また、台湾国内では世界遺産
の候補地として挙げられる。金瓜石神社は黄金神社ある
いは山神社とも称し、1898年（明治31年）3月2日
に創建、大国主命、金山彦命、猿田彦命を祭神として祀
った。
2.金瓜石神社再利用の準備
神社の再利用を実施するために、2項目に分けて準備
を行った。その一つは「歴史と信仰の研究」で、金瓜石
神社創建背景の解析、分霊元の調査（島根県金屋子神社
との関係）、神社と地域の関係（特に炭鉱業）、当時の祭
りの実態を把握した。もう一つは「空間と建築の調査」で、
金瓜石神社の一代目と二代目の社殿設置場所を解明し、
神社施設の全貌を明らかにした。
3　金瓜石神社の再利用計画の実行
神社再利用にあたり、イベントの名称を「縁を結びま
しょう――金瓜石神社をたずねて」とし、当時の祭りを
再現した。イベントの目的として次の3つを設定した。
（1）博物館に対し新たな動態展示を提案、（2）史跡に
触れ、日本文化への理解を深める、（3）地域の歴史を
再現。以上を目的とし、往時の金瓜石神社の祭りを再現
することによって文化財の再利用を試みた。無論、この
遺跡はもはや神道の宗教施設ではなくなっている。しか
しながら、鳥居、石灯籠および社殿の礎石などの基礎は
今もなお日本の色彩を濃く留めている。これに加え、史
料に照らして奉納樽神輿を再現し、無形文化を中心とし
た文化財再利用を実現した。近年、台湾における文化財
保護の意識が高まるにつれて、日本統治期の神社建築が
有形文化財に指定されるようになってきた。このような
動きのなかで、発表者は現存遺跡の保存から無形文化中
心の保護、再利用の可能性を思索した。2012年から開
始したこの試みは、その過程において生じた効果や課題
を踏まえつつ、時間をかけてこの再利用の価値を検証し
ていきたい。
写真 3	 日本統治期の金瓜石神社
写真 4	 再現した樽神輿
会場の様子
